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表 紙

春の風物詩　砥峰高原山焼き

　４月２日、砥峰高原で山焼きが行わ
れ、約 3,500 人が訪れました。
　ススキの発芽と育成を促すために行
っている春の恒例行事。
　火は勢いよく燃え上がり、約 90 ヘク
タールの草原に瞬く間に広がりました。
辺りはススキの燃える音と白い煙が立
ちこめ、観客は目の前で繰り広げられ
る炎のショーに見入っていました。
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平
成
23
年
度
の
神
河
町
の
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
13
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
対
前
年
度
比

7.1
％
減
の
１
４
８
億
２
７
４
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
１
％
増
の
74
億
２
４
８
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、
不
況
が
続
き
明
る
い
展
望
が
開
け
な
い
経
済
状
況
の
中
で
、
一
層
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事

情
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
合
併
後
５
年
を
経
過
し
、
合
併
特
例
期
間
終
了
後
の
交
付
税
等
の
減
少
な
ど

を
見
据
え
、
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
べ
く

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
を
第
１
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
①
予
算
執
行
の
効
率
化
・
簡
素
化
と
経
費
の
削
減
、

②
財
政
健
全
化
比
率
を
見
据
え
た
予
算
編
成
、
③
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
着
実
な

実
行
、
④
一
般
財
源
の
枠
配
分
の
継
続
、
の
４
項
目
を
柱
に
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
更
な
る
事
務
事
業
の
点

検
・
見
直
し
を
実
施
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
新
町
建
設
計
画
」
及
び
「
第
１
次
長
期
総
合
計
画
」
に
示
す
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
」
に
む
け
て
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

神
河
町
全
体
の
予
算
は
１
４
８
億
２
７
４
０
万
円

特
に
重
点
と
す
る
施
策
方
針

基
本
方
針

　

合
併
５
周
年
を
迎
え
た
神
河
町

に
と
っ
て
、
昨
年
12
月
11
日
は
、

砥
峰
高
原
・
峰
山
高
原
リ
ラ
ク
シ

ア
の
森
を
メ
イ
ン
ロ
ケ
地
と
し
た

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
日

本
公
開
と
世
界
50
の
国
と
地
域
で

上
映
さ
れ
、ま
さ
し
く
観
光
元
年
・

観
光
客
１
０
０
万
人
に
向
け
て
新

た
な
出
発
の
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
、
神
河
町
の
「
元

気
」
創
出
の
絶
好
の
機
会
と
し
て

と
ら
え
、
財
政
健
全
化
を
軸
に
、

学
校
整
備
・
統
合
事
業
の
推
進
、

病
院
の
健
全
経
営
、
農
林
、
商
工
、

観
光
振
興
施
策
の
取
り
組
み
を
中

心
に
、
８
つ
の
具
体
的
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

第
１　

安
全
・
安
心
な
幼
・
小
・

　

中
学
校
施
設
整
備
と
統
廃
合
の

　

推
進

○
安
全
安
心
な
通
学
環
境
の
整
備

○
神
崎
小
学
校
・
幼
稚
園
の
施
設

整
備
と
兵
庫
県
産
木
材
を
基
本

に
神
河
町
産
木
材
の
使
用
促
進

第
２　

公
立
神
崎
総
合
病
院
の
経

　

営
健
全
化
と
医
師
確
保

○
医
師
の
確
保
と
健
全
経
営
体
質

　

の
構
築
の
た
め
の
取
組
み

○
県
等
の
支
援
強
化
を
得
る
働
き

　

か
け
の
取
組
み

○
地
域
住
民
の
理
解
と
支
援
を
得

　

る
取
組
み

○
中
播
磨
医
療
圏
域
の
北
の
中
核

　

病
院
と
し
て
の
将
来
像
の
検
討

第
３　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の

　

運
営

○
長
期
的
な
事
業
の
健
全
運
営
に

　

つ
い
て
の
調
査
・
研
究

第
４　

地
域
振
興
施
策
、
観
光
戦

　

略
、
雇
用
安
定
の
確
保

　
　
「
高
原
と
名
水
の
ま
ち
」
神

　

河
町
を
元
気
に
す
る
地
産
地
消

　

を
基
本
と
し
た
農
林
業
、
商
工

　

観
光
が
連
携
し
た
振
興
施
策
の

　

推
進

○
農
林
業
の
活
性
化

○
観
光
施
策
、
商
工
業
の
活
性
化

○
若
者
の
定
住
を
は
じ
め
と
し
た

　

住
宅
施
策
の
推
進

○
産
業
集
積
条
例
に
基
づ
く
優
遇

　

制
度
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の

　

推
進

第
５　

子
育
て
支
援

○
県
の
安
心
子
ど
も
基
金
を
活
用

　

し
た
「
生
み
育
て
や
す
い
環
境

　

づ
く
り
」
の
充
実

第
６　

医
療
・
福
祉
対
策

○
各
種
福
祉
制
度
の
丁
寧
な
情
報

　

発
信
と
住
民
へ
の
周
知
徹
底

○
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用

　

肺
炎
球
菌
等
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

事
業
へ
の
助
成

○
増
大
す
る
医
療
費
対
策
と
疾
病

　

管
理
（
成
人
病
予
防
・
健
康
づ

　

く
り
）
事
業
の
推
進

第
７　

住
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ

　

た
行
政
運
営

○
集
落
別
町
長
懇
談
会
を
実
施
し

　
「
参
画
と
協
働
」
に
よ
る
町
づ

　

く
り
を
推
進

第
８　

財
政
の
健
全
化

　
　

平
成
26
年
度
実
質
公
債
費
比

　

率
18
％
未
満
の
達
成

○
町
長
報
酬
の
２
割
削
減
他
、
特

別
職
報
酬
削
減
の
継
続
、
適
正

な
人
事
管
理
に
よ
る
人
件
費
の

削
減

○
公
共
施
設
や
社
会
体
育
施
設
の

特集　かみかわを知る

平成 23 年度予算
総 額 148 億 2,740 万円
一 般 会 計 74 億 2,480 万円
特 別 会 計 28 億 1,064 万円
企 業 会 計 45 億 9,196 万円

神崎小学校建設に向けたワークショップ
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今
後
の
あ
り
方
等
の
検
討

○
納
税
相
談
及
び
徴
収
体
制
の
強

　

化
に
よ
る
公
平
公
正
な
税
負
担

　

の
行
政
運
営

予
算
の
概
要
　
　
　
　

　

町
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ

た
る
施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ

る
予
算
が
一
般
会
計
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
事
業
を

一
般
事
業
と
切
り
離
し
、
独
立
し

た
経
理
を
行
う
の
が
特
別
会
計
で

９
事
業
あ
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
、
上

・
下
水
道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
を

中
心
に
平
成
23
年
度
予
算
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
の
状
況

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納
す

る
自
主
財
源
は
、
27
億
４
４
１
９

万
円
で
、
歳
入
全
体
の
37
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
は
、

対
前
年
度
比
3.5
％
減
の
20
億
８
９

１
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
町
民
税
で
は
、
法
人
の
伸
び
に

対
し
て
個
人
所
得
の
減
少
に
伴
う

個
人
所
得
割
の
減
少
が
響
き
減
収

と
な
り
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て

も
償
却
資
産
の
う
ち
大
河
内
水
力

発
電
所
分
が
年
々
減
少
し
て
い
る

の
が
要
因
と
な
り
減
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

見
て
、
今
後
も
町
税
収
入
の
増
加

は
望
め
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
に
伴
う
受
益

者
分
担
金
・
負
担
金
は
、
事
業
費

に
応
じ
て
計
上
し
、
使
用
料
・
手

数
料
、
諸
収
入
は
例
年
ベ
ー
ス
で

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
財

源
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整

基
金
と
町
債
管
理
基
金
か
ら
合
わ

せ
て
６
６
８
０
万
円
を
繰
り
入
れ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補

助
金
や
交
付
金
は
依
存
財
源
と
し

て
63
％
を
占
め
、
46
億
８
０
６
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通

交
付
税
は
、24
億
１
８
０
０
万
円
、

特
別
交
付
税
と
合
わ
せ
た
地
方
交

付
税
額
は
27
億
１
８
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
や
負
担
金
は
、
対
前
年
度

比
6.5
％
増
の
10
億
４
１
２
８
万

円
、
そ
し
て
町
が
建
設
事
業
や
臨

時
財
政
対
策
な
ど
に
充
て
る
た
め

の
借
入
金
で
あ
る
町
債
は
対
前
年

度
比
12
・
７
％
減
の
６
億
２
９
７

０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
臨
時
財
政

対
策
債
は
４
億
４
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
の
状
況　
　

　

行
財
政
改
革
の
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
沿
い
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
事
務
事
業

の
更
な
る
点
検
と
見
直
し
に
よ
り

経
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
義
務
的
経
費（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
）
は
33
億
１
１

６
９
万
円
で
、
歳
出
全
体
の
44
・

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
件
費

は
、
特
別
職
（
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
）
の
報
酬
等
の
カ
ッ
ト
に

よ
る
減
額
や
退
職
に
よ
る
職
員
減

な
ど
の
要
因
に
よ
り
職
員
給
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
共
済
費
が
増

加
し
て
い
る
た
め
前
年
度
比
1.4
％

減
の
13
億
７
７
９
４
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
定
員
適
正
化

計
画
に
沿
い
定
員
、
給
与
の
適
正

化
を
引
き
続
き
着
実
に
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
増

額
と
私
立
保
育
所
委
託
費
の
増
加

に
よ
り
対
前
年
度
比
7.1
％
増
の

６
億
４
７
５
４
万
円
と
な
り
、
今

後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
で
借

り
入
れ
た
元
金
と
利
子
を
支
払
う

公
債
費
は
、
公
債
費
縮
小
の
た
め

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ

く
繰
上
償
還
を
含
め
対
前
年
度
比

2.2
％
減
の
12
億
８
６
２
１
万
円
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還
等

の
効
果
に
よ
り
公
債
費
は
着
実
に

減
少
し
て
お
り
、
引
き
続
き
町
債

残
高
の
縮
減
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件

費
と
し
て
行
政
全
般
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
、
各
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
事
務

事
業
全
般
に
わ
た
る
諸
経
費
な
ど

を
11
億
９
６
３
９
万
円
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
病
院
事
業
会
計

へ
の
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た

が
、
対
前
年
度
比
1.3
％
減
の

19
億
１
０
９
７
万
円
と
な
り
、
繰

出
金
は
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計

で
の
宅
地
造
成
の
事
業
費
の
一
部

を
繰
出
金
と
し
て
計
上
し
た
た

め
対
前
年
度
比
15
・
２
％
増
の

４
億
８
９
５
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
建
設
事
業
費

の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
新
町
建

設
計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業

を
中
心
に
年
次
的
計
画
に
よ
り
計

上
し
た
結
果
、
対
前
年
度
比
20
・

１
％
減
の
４
億
８
６
２
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
来
年

度
以
降
も
円
滑
に
事
業
を
実
施

し
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
公
立
神
崎
総

合
病
院
の
医
師
確
保
対
策
と
し
て

「
医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
」
に

係
る
貸
与
金
と
し
て
７
２
０
万
円

を
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
　
　
　
　

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業

務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

子育て学習センターの活動集落別町長懇談会 カーミンの春まつり
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特集　かみかわを知る

平成23年度一般会計、特別会計および企業会計の当初予算額
会　　計　　名 予　　算　　額 伸び率

一 般 会 計 74 億 2,480 万円 1.0％
特 別 会 計
介護療育支援事業 5,268 万円 2.9％
国民健康保険事業 12 億 6,286 万円 △ 15.5％
後期高齢者医療事業 1億 4,980 万円 1.3％
介 護 保 険 事 業 10 億 8,279 万円 3.3％
土 地 開 発 事 業 1億 3,193 万円 △ 89.0％
老人訪問看護事業 1億　348 万円 △　3.8％
産業廃棄物処理事業 1,574 万円 148.4％
寺前地区振興基金 776 万円 52.8％
長谷地区振興基金 360 万円 33.3％
企 業 会 計
水 道 事 業 3億 5,127 万円 3.8％
下 水 道 事 業 6億 1,529 万円 △　1.5％
公立神崎総合病院事業 36 億 2,540 万円 1.0％
　 合 計 　 148 億 2,740 万円 △　7.1％
※企業会計の予算額は 3条例支出予定額

（単位：円）

目 的 別 性 質 別
議 会 費 8,702 人 件 費 107,534
総 務 費 72,092 物 件 費 93,366
民 生 費 95,989 維持補修費 502
衛 生 費 125,277 扶 助 費 50,534
農林水産業費 34,303 補 助 費 等 149,131
商 工 費 13,066 公 債 費 100,375
土 木 費 29,863 積 立 金 886
消 防 費 17,576 投資・出資・貸付金 562
教 育 費 81,794 繰 出 金 38,201
公 債 費 100,377 投資的経費 37,948
そ の 他 390 予 備 費 390

計 579,429 計 579,429

　

特
に
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
医
療

給
付
費
の
増
加
の
た
め
、
被
保
険

者
の
負
担
増
を
招
き
ま
し
た
。
今

後
一
層
、
健
康
診
断
の
促
進
、
保

健
活
動
と
の
連
携
を
強
化
し
、
急

激
な
保
険
料
の
増
加
を
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
安
定
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　

土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
で

は
、「
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
」
第
３

期
分
の
造
成
・
分
譲
に
取
組
み
ま

す
。

企
業
会
計

　

各
事
業
と
も
「
公
的
資
金
補
償

金
免
除
繰
上
償
還
に
係
る
公
営
企

業
経
営
健
全
化
計
画
」
を
着
実
に

実
行
し
、
経
営
の
健
全
化
に
取
組

み
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
　
　

経
常
収
支
比
率

Ｈ
23
当
初
見
込
み　

９
６
・
６
％

Ｈ
22
当
初
見
込
み　

９
３
・
９
％

　

町
税
を
中
心
と
し
た
経
常
収
入

の
減
少
の
中
、
歳
出
で
は
、
人
件

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
は
、
ほ
ぼ

前
年
度
と
変
わ
ら
ず
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
繰
出
金
は
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
繰
出
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
0.6

％
の
増
、
ま
た
物
件
費
は
、
電
算

シ
ス
テ
ム
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
の
経
費
が
増
加
し
た
た
め
、

昨
年
度
よ
り
2.1
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り

昨
年
度
当
初
と
比
べ
2.7
％
悪
化
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
経
常

経
費
の
削
減
を
行
い
、
同
比
率
の

改
善
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

経
常
収
支
比
率
と
は

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ

う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入
で
き
る

お
金
（
経
常
収
入
）
の
う
ち
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指

標
で
財
政
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ

ど
臨
時
的
、
突
発
的
な
支
出
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ
ど

町
の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言
え

ま
す
。
65
～
75
％
が
適
正
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

Ｈ
23
当
初
見
込
み　

２
１
・
５
％

Ｈ
22
当
初
見
込
み　

２
２
・
４
％

　

平
成
19
～
22
年
度
に
お
い
て
普

通
会
計
債
の
銀
行
等
資
金
の
繰
上

償
還
、
企
業
債
の
低
利
へ
の
借
換

を
行
っ
て
き
た
こ
と
と
、
償
還
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

元
利
償
還
金
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、実
質
公
債
費
比
率
は
21
・
５
％

と
な
り
昨
年
度
当
初
と
比
べ
0.9
％

改
善
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
を
確
実
に
実

行
し
、
平
成
24
年
度
以
降
は
さ
ら

に
同
比
率
を
改
善
さ
せ
、
平
成
26

年
度
で
は
18
％
未
満
に
し
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
を

「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、
こ

れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計

債
、
病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務

組
合
債
の
町
負
担
分
）
の
割
合
を

『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い
う
。

　

現
在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥
当

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
数
値
。
こ

の
数
値
が
18
％
を
超
え
る
と
町
債

の
発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県
の

許
可
制
と
な
り
、
25
％
に
な
る
と

町
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
、
普
通
会
計
及
び
企
業

会
計
（
水
道
・
下
水
道
・
病
院
）

に
お
い
て
策
定
し
た
「
公
的
資
金

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
係
る
財

政
及
び
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計

画
」
及
び
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
を
確
実

に
実
行
し
、財
政
健
全
化
に
向
け
、

財
政
指
標
の
改
善
に
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

一般会計における町民1人あたりの予算額は…

579,429円となっています。
（平成 23 年 1 月 31 日現在の人口　12,814 人）
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歳　入
74 億 2,480 万円

自主財源
27億4,419万円（37.0％）

依存財源
46億8,061万円（63.0％）

性質別歳出
74 億 2,480 万円

義務的経費
33億1,169万円（44.6％）

任意的経費
41億1,311万円（55.4％）

使用料・手数料　2億3,914万円（3.2％）

町税
　20億8,917万円（28.1％）

分担金・負担金　9,478万円（1.3％）

繰入金　1億707万円（1.5％）
財産収入他　966万円（0.1％）

　　地方交付税
　27億1,800万円

　　（36.6％）

諸収入（その他）　1億8,437万円（2.5％）
繰越金　2,000万円（0.3％）

諸収入（受託事業費）　53万円（0.0％）
国庫支出金　5億1,306万円（6.9％）

人件費
13億7,794万円
　　　　　（18.6％）

公債費
12億8,621万円
　　　　（17.3％）

扶助費
6億4,754万円
　　　　（8.7％）

物件費
11億9,639万円（16.1％）

補助費等
19億1,097万円

（25.7％）
維持補修費

　643万（0.1％）

予備費　500万（0.1％）

積立金
　1,135 万円　（0.2％）

繰出金
　4億8,950 万円

（6.6％）

投資的経費（補助）
　3億8,929 万円

（5.2％）

投資的経費（単独）
　9,698 万円（1.3％）

町債
　6億2,970 万円
　　　　　（8.5％）

県支出金
　5億2,822万円
　　　　　（7.1％）

地方譲与税等交付金
　2億9,110万円（3.9％）

　
子
ど
も
た
ち
が

　
愛
情
に
ま
も
ら
れ
て
育
つ
ま
ち
づ
く
り	

	
	

	
	

	

○
子
育
て
に
幸
せ
を
感
じ
よ
う　
︻
子
育
て
︼

　
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
」

「
生
み
育
て
や
す
い
町
」
を
目
指
し
た
施
策

展
開
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
万
円

・
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
万
円

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

　

支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
９
５
万
円

・
保
育
所
運
営
事
業　

１
億
７
５
３
７
万
円

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
４
３
４
２
万
円

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
「
お
ひ
さ
ま

　

教
室
」　　
　
　
　
　
　
　

 

９
３
６
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
き
ら
館
」
運
営
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
５
万
円

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
９
万
円

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
２
２
万
円

○
自
然
か
ら
学
ぼ
う　

心
の
豊
か
さ
と
愛
着

　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
教
育
・
遊
び
︼

　
「
か
み
か
わ
教
育
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
神
河
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
３
万
円

・
環
境
体
験
推
進
事
業　
　
　

１
３
１
万
円

・
自
然
学
校
推
進
事
業　
　
　

３
５
０
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
８
万
円

・
小
中
学
校
、
幼
稚
園
管
理
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
８
２
７
万
円

・
統
合
小
学
校
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
１
０
２
４
万
円

・
統
合
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
９
万
円

・
学
校
給
食
事
業　
　

１
億
６
０
７
５
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
及
び
山
村

　

留
学
事
業　
　
　
　
　
　

５
７
４
２
万
円

○
世
代
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
は　

い
つ
で
も
、

　

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も　
︻
多
世
代
交
流
︼

　

地
域
の
各
世
代
の
交
流
機
会
の
増
大
に
繋

が
る
よ
う
「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
活
動

事
業
」
を
支
援
し
ま
す
。　
　

１
９
３
万
円

　
誰
も
が
生
き
が
い
と

　
安
心
を
感
じ
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

	

○
新
し
い
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
で
生
き
が
い

　

づ
く
り　

見
守
り
、
支
え
あ
う　

福
祉
の

　

ま
ち
に
！　
　
︻
社
会
参
加
・
地
域
福
祉
︼

　

住
民
の
方
々
の
不
可
欠
な
移
動
手
段
で
あ

「ハートがふれあう住民自治のまち」をめざして……主な事業

愛
・
や
さ
し
さ

投資出資金・貸付金
　720万円（0.1％）

目的別歳出
74 億 2,480 万円

農林水産業費
4億3,956万円（5.9％）

商工費
1億6,743万円（2.3％）

土木費
3億8,266万円（5.2％）

民生費
12億3,000万円
　（16.6％）

衛生費
16億530万円
　（21.6％）

公債費
12億8,623万円

　（17.3％）
教育費

10億4,811万円
　（14.1％）

消防費
2億2,522万円（3.0％）

予備費
500万円（0.1％）

議会費
1億1,150 万円（1.5％）

諸支出金 0万円（0.0％）

総務費
9億2,379万円
　（12.4％）
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特集　かみかわを知る

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
事
業
継
続
の
た
め
路
線
の
見
直
し
と
よ

り
一
層
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

社
会
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
費
等　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
７
０
２
万
円

・
老
人
福
祉
関
係
事
業　
　

２
３
６
０
万
円

　

介
護
予
防
、
家
族
介
護
支
援
、
高
齢
者
等

　

外
出
支
援
、
緊
急
通
報
装
置
設
置
他

・
障
害
者
福
祉
関
係
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
２
７
０
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
各
種
給
付
、

　

地
域
生
活
支
援
事
業
他

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
１
万
円

○
根
付
か
せ
よ
う
！

　

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り︻
保
健
医
療
︼

　

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
公
立
神
崎
総
合

病
院
の
健
全
な
運
営
と
医
療
水
準
確
保
の
た

め
の
施
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

予
防
接
種
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康

診
断
の
受
診
率
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
医
療
助
成
事
業　
　
　
　

８
４
５
６
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
６
９
４
万
円

・
病
院
事
業
会
計
補
助
金
（
運
営
補
助
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
６
０
０
０
万
円

・
病
院
医
師
確
保
対
策
（
医
師
修
学
資
金
貸

　

与
事
業
）　　
　
　
　
　

 　

７
２
０
万
円

・
健
康
づ
く
り
対
策
事
業　

７
０
０
１
万
円

　

各
種
予
防
接
種
、
健
康
教
育
・
相
談
、
各

　

種
健
康
診
査
、
自
殺
対
策
強
化
事
業

・
母
子
衛
生
事
業
（
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
、

　

母
子
保
健
教
室
・
相
談
）　 

８
２
２
万
円

○
考
え
よ
う
！
安
全
な
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
︻
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
︼

　

消
防
団
を
中
心
と
し
、
自
主
防
災
組
織
の

協
力
に
よ
る
防
火
防
災
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
施
設
の
整
備
や
災
害
時
の
資

材
備
蓄
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

・
姫
路
市
消
防
局
消
防
事
務
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
８
４
４
万
円

・
消
防
団
活
動
事
業　
　
　

１
３
７
５
万
円

・
消
防
施
設
管
理
整
備
事
業
（
指
令
車
・
消

　

防
車
の
維
持
経
費
）　　
　

 

６
９
０
万
円

・
防
災
備
蓄
事
業　
　
　
　
　
　

３
０
万
円

・
土
砂
災
害
情
報
相
互
通
報
シ
ス
テ
ム
管
理

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、
郡
内
共
同
及
び
町
相
談
窓
口
の
整
備
を

進
め
、
消
費
者
相
談
機
能
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

・
消
費
者
行
政
推
進
対
策
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
６
万
円

　
地
域
風
土
と
調
和
し
た
生
活
・

　
　
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

○
ゆ
る
や
か
な
時と
き間
が
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
っ
と
な
里︻
暮
ら
し
︼

　

定
住
人
口
増
に
繋
げ
る
た
め
の
施
策
を
進

め
ま
す
。

・
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
繰
出
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
６
６
万
円

　

し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
（
貝
野
）：
第
３
期
分

　

の
造
成
、
分
譲

・
多
自
然
居
住
推
進
事
業　

長
谷
カ
ク
レ
畑

　

の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
村
支
援
ほ
か

５
７
０
万
円

・
空
き
家
利
活
用
再
生
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
６
８
万
円

　

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
は
、
全
町

域
で
計
画
的
に
順
次
実
施
し
ま
す
。

・
道
路
維
持
新
設
改
良
事
業
（
維
持
補
修
・

　

新
設
改
良
３
）　　

 

１
億
３
２
２
１
万
円

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
２
万
円

・
水
道
、
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
１
４
０
０
万
円

・
地
籍
調
査　
　
　
　
　
　

６
２
４
３
万
円

　

再
調
査
：
新
野
・
野
村
・
高
朝
田
・
宮
野
・

　

南
小
田
・
上
小
田
、
山
林
：
大
畑
・
作
畑

・
消
防
施
設
整
備
事
業
（
消
火
栓
新
設
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
２
万
円

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
運
営
事
業
（
人
件
費
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
８
２
６
万
円

・
地
域
交
流
館
及
び
周
辺
道
路
整
備
事
業　

　
（
寺
前
）　　
　
　
　
　
　
　

４
８
９
万
円

○
学
び
あ
い
、
芸
術
・
文
化
を
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
生
涯
学
習
︼

　

中
央
公
民
館
と
神
崎
公
民
館
を
生
涯
学
習

の
拠
点
し
て
多
様
な
芸
術
文
化
に
ふ
れ
る
機

会
を
提
供
し
、
生
涯
教
育
・
学
習
の
推
進
と

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

・
公
民
館
教
室
（
英
会
話
、
成
人
ゼ
ミ
ナ
ー

　

ル
、
古
文
書
他
）
と
高
齢
者
大
学

　

２
０
５
万
円

・
公
演
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
９
７
万
円

・
文
化
祭
、
美
術
展
事
業　
　

１
０
７
万
円

○
掘
り
起
こ
そ
う

　
　
　

神
河
の
誇
れ
る
歴
史
を　
　
︻
歴
史
︼

　

福
本
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
神
河
町
の
貴

重
な
文
化
財
の
保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
文
化
財
保
存
事
業　
　
　
　

１
２
４
万
円

・
地
域
伝
統
文
化
総
合
活
性
化
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
９
万
円

　

地
域
の
歴
史
資
料
の
調
査
・
研
究
と
承
継

の
た
め
の
人
材
育
成

○
毎
日
歩
こ
う
、
元
気
に
歩
こ
う
、

　
　
　

楽
し
く
歩
こ
う　
︻
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
︼

　
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
開
催

に
合
わ
せ
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど　
　
　

１
４
８
万
円

命
・
い
き
い
き
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美
し
い
自
然
を
ま
も
り
豊
か
な

　
　
産
業
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

○
清
流
と
里
山
の
﹁
楽
校
﹂
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
自
然
︼

　

引
き
続
き
、
農
村
の
環
境
保
全
に
努
め
ま

す
。

・
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
推
進
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
４
万
円

・
県
民
緑
税
活
用
事
業
（
緊
急
防
災
林
整
備

　

他
）　　
　
　
　
　
　

 　

８
３
３
８
万
円

・
環
境
対
策
育
林
事
業　
　

１
８
０
８
万
円

　
○
町
民
み
ん
な
が
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
環
境
︼

　

ゴ
ミ
の
適
正
処
理
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
改
正
省
エ
ネ
・
地

球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま

す
。

・
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
負
担
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
９
２
１
７
万
円

○
美
し
い
自
然
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
つ

　

く
ろ
う　
　
　
　
　
　
　
︻
農
林
水
産
業
︼

　

地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
林
業
に
つ
い
て
は
森
林
を
守
り
育
て
る

対
策
を
引
き
続
き
行
い
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
持
続
に
努
め
ま
す
。

・
農
業
振
興
関
係　
　
　
　

３
９
６
８
万
円

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
有
害
鳥
獣
対

　

策
（
シ
カ
・
サ
ル
他
）、
集
落
営
農
支
援
他

・
土
地
改
良
補
助
事
業
（
農
道
舗
装
・
水
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
林
業
振
興
関
係　
　
　
　

２
３
５
６
万
円

　

林
道
整
備
（
広
域
基
幹
林
道
・
町
林
道
）、

　

林
業
組
織
育
成
事
業
他

・
水
産
業
振
興
関
係
（
漁
業
組
合
支
援
、
鮎

　

分
布
調
査
）　　
　
　
　
　

 

７
２
６
万
円

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　

村
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
鍛
治
用
水
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
１
０
万
円

○
育
て
よ
う
！
若
者
の
集
ま
る
わ
っ
く
わ
く

　

し
た
商
工
業
︻
商
工
業
︼

　

地
域
の
商
業
活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
を
促

進
す
る
た
め
の
優
遇
措
置
や
適
地
の
掘
り
起

こ
し
を
地
域
と
と
も
に
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

・
商
業
振
興
関
係　

商
工
会
支
援　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
６
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

・
雇
用
対
策
事
業　
　
　
　
　

４
０
６
万
円

・
ま
ち
な
か
振
興
モ
デ
ル
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
（
新
鮮
十
日
市

　

の
実
施
な
ど
）　　
　
　
　

 

５
６
１
万
円

　
地
の
利
を
活
か
し

　
　
　
交
流
を
促
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

	

○
神
河
の
魅
力
を
発
見
し
、

　
　
　

全
国
に
伝
え
よ
う
︻
観
光
振
興
︼

　

映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
の
ロ
ケ
地
と

し
て
、
神
河
の
魅
力
を
国
の
内
外
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た「
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
核
と
し
て
町
内
ハ
ー
ト
型
周
遊
観
光
を
売

り
込
む
た
め
の
「
観
光
施
設
等
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
し
、
具
体
的
な

取
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
観
光
振
興
関
係　
　
　
　

１
６
９
５
万
円

　

映
画
ロ
ケ
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
・
外
国
語
パ
ン

　

フ
作
成
・
観
光
協
会
支
援
他

・
観
光
施
設
指
定
管
理
料
（
４
ヵ
所
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
３
０
万
円

○
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
で
、
楽
し
さ
と

　

感
動
あ
ふ
れ
る
体
験
を　

広
げ
よ
う
、
や

　

さ
し
さ
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク　
　
　
　
　
　
　
︻
地
域
・
広
域
交
流
︼

　

銀
の
馬
車
道
関
連
事
業
に
参
画
し
、
連
携

す
る
中
で
町
内
観
光
・
交
流
施
設
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
よ

る
地
域
内
外
の
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

・
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
（
夏
ま
つ
り
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
水
車
公
園
農
林
漁
業
体
験
実
習
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
６
万
円

　
住
民
・
地
域
の
や
る
気
が
活
き
る

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

	

○
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
命
を
輝
か
せ

　

よ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
人
権
啓
発
】

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
で
き
る
情
報
提
供
や
、
職
場
・
地
域

・
学
校
で
の
人
権
教
育
と
そ
の
啓
発
を
今
後

も
行
い
ま
す
。
毎
月
11
日
を
「
人
権
を
確
か

め
る
日
」
と
し
て
啓
発
し
、
人
権
意
識
の
高

揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
人
権
文
化
創
造
活
動
支
援
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
８
万
円

・
人
権
啓
発
事
業　
　
　
　
　

２
６
３
万
円

○
ま
ち
づ
く
り
、
主
役
は
僕
た
ち
、
私
た
ち

　

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら

︻
住
民
参
加
・
地
域
づ
く
り
︼

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
地
区
を
廻
り
、

行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
財
布
み
て　

　
　

ま
ち
の
運
営
再
点
検　
︻
行
財
政
運
営
︼

　

ま
ず
、
事
務
事
業
を
住
民
目
線
で
点
検
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
事
業
仕
分
け
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
厳
し
く
点
検
を

行
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
部
の
目
が
入
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
意
識
改
革
を
図
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
と

し
て
い
ま
す
。	

	
	

	

　

続
い
て「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」と「
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
を
確
実
に
実
行

し
、
財
政
の
各
指
標
を
改
善
さ
せ
、
町
財
政

が
健
全
に
な
る
よ

う
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状

況
の
公
開
な
ど
情

報
共
有
を
行
い
、

透
明
性
を
感
じ
て

も
ら
え
る
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

心
・
ふ
れ
あ
い
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★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
精
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

山
下　

直
樹

　
　
　
　
　

藤
原　

哲
也

★
兵
庫
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
〔
１
名
〕

　

本　

団　

大
野　

尚
彦

◎
消
防
協
力
者
賞
〔
１
事
業
所
〕

　

株
式
会
社　

誠
寿
堂

★
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

山
下　

直
樹

　
　
　
　
　

大
野　

尚
彦

◎
精
績
章
〔
４
名
〕

　

本　

団　

小
寺　

俊
輔

　

越　

知　

一
宮　

貴
志

　

杉　
　
　

船
田　

幸
宏

　

高
朝
田　

松
本
健
次
郎

◎
精
勤
章
〔
７
名
〕

　
作
畑
新
田　

足
立　

哲
哉

　

根
宇
野　

岸
田　

誠
基

　

貝　

野　

岸
上　

真
人

　

猪　

篠　

津
久
田　

等

　

新　

野　

佐
治　

正
英

　

上
小
田　

高
橋　

昭
博

　

長　

谷　

木
下　

隆
生

★
神
河
町
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
〔
15
名
〕

　

本　

団　

後
藤　

大
作　

　
　
　
　
　

山
下　

直
樹

　

大　

畑　

山
本　

幸
久

　

越　

知　

一
宮　

貴
志　

　
　
　
　
　

藤
原　

清
孝

　
　
　
　
　

藤
原　

寿
一

　

岩　

屋　

岸
上　

裕
一

　

福　

本　

難
波　

義
博

　
　
　
　
　

去
来
川
一
嗣

　

寺　

野　

岡
本　
　

心

　

宮　

野　

立
岩　

修
一

　

上
小
田　

鴛
田　

文
志　

　
　
　
　
　

森
下　

政
則

　

栗　

渕　

西
原　

雄
一　

　
　
　
　
　

前
嶋　
　

武

　

退
団
さ
れ
る
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
分　

団
〔
37
名
〕

　
作
畑
新
田　

足
立　

善
樹

　

大　

畑　

前
田　

直
哉

　

越　

知　

藤
原　

清
孝　

　
　
　
　
　

藤
原　

寿
一

　
　
　
　
　

一
宮　

通
恭

　

岩　

屋　

小
林　

孝
至　

　
　
　
　
　

竹
國　

彰
浩

　

根
宇
野　

若
畑　

慎
一　

　

山　

田　

井
出　
　

匡　

　
　
　
　
　

川
越　

忠
義

　
　
　
　
　

榧
谷　

進
一

　

粟
賀
町　

宮
﨑　

由
史　

　
　
　
　
　

大
野　

弘
樹

　
　
　
　
　

市
來　
　

明　

　
　
　
　
　

井
上　

一
也

　

福　

本　

難
波　

義
博　

　
　
　
　
　

去
来
川
一
嗣

　
　
　
　
　

松
本　

達
也　
　

　

寺　

野　

中
野　

秀
之　

　
　
　
　
　

岡
本　
　

心

　

加　

納　

倉
松　

尚
史

　

杉　
　
　

千
葉　

豪
一

　

大　

山　

大
北　

義
則　

　
　
　
　
　

構　
　

政
人

　

新　

野　

正
城　

守
道　

　
　
　
　
　

辻
井　
　

晃

　
　
　
　
　

佐
賀　

茂
樹　

　
　
　
　
　

德
賀
伊
知
郎

　

寺　

前　

藤
原　

禎
司

　

宮　

野　

立
岩　

利
嗣　

　
　
　
　
　

梶
原　

純
一

　

南
小
田　

稲
垣　

秀
則　

　
　
　
　
　

小
岩　

鉄
男

　

上
小
田　

鴛
田　

文
志　

　
　
　
　
　

森
下　

政
則

　

栗　

渕　

西
原　

雄
一　

　
　
　
　
　

前
嶋　
　

武

　

４
月
３
日
（
日
）、
神
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
神
河
町
消
防
団
初

出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
の
中
、
精
鋭
の
消
防
団

員
４
７
４
名
が
出
動
し
、
終
始
節
度
あ
る
行
動
に
よ
り
神
河
町
消
防
団
と

し
て
の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
度
　
神
河
町
消
防
団

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
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新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
入
団
者
〔
31
名
〕

　

岩　

屋　

奥
野　

太
揮　

　
　
　
　
　

小
林　

泰
彰

　
　
　
　
　

横
田　

昂
大　

　

根
宇
野　

岸
田　

和
貴

　

山　

田　

藤
田　

真
也　

　
　
　
　
　

中
嶋　

洋
平

　

中　

村　

井
上　

智
樹　

　
　
　
　
　

坪
田　

斉
也

　
　
　
　
　

西
垣　
　

翼

　

粟
賀
町　

佐
谷　

憲
生

　

貝　

野　

安
部　
　

巧　

　
　
　
　
　

髙
橋　

龍
太

　

寺　

野　

橋
本　

憲
和　

　
　
　
　
　

前
田　

裕
生

　

加　

納　

髙
井　

幸
治　

　
　
　
　
　

髙
橋　

弘
樹

　
　
　
　
　

藤
原　

真
也　

　

東
柏
尾　

松
本　

寛
之

　

猪　

篠　

長
井　

裕
也　

　

新　

野　

黒
田　

陽
祐　

　

上　

岩　

渡
澤　

大
地

　

高
朝
田　

藤
村　

武
則

　

南
小
田　

岩
城　

真
介　

　
　
　
　
　

久
後　

利
明

　
　
　
　
　

小
岩　
　

新

　

大　

河　

村
岡　

一
樹　

　
　
　
　
　

吉
岡　

和
真

　
　
　
　
　

吉
岡　

清
晴

　

川　

上　

山
名　

敦
志　

　
　
　
　
　

山
名　

春
樹

　

長　

谷　

佐
古　

慶
太

は
じ
め
ま
し
て

分団名 分団長 副分団長
作畑新田 玉 田 智 明 笹 倉 智 之
大 畑 森 田 保 生 前 田 正 明
越 知 中 山 武 彦 松 原 良 人
岩 屋 長 井 睦 人 岸 上 裕 一
根宇野 中 島 義 英 中 島 実 司
山 田 前 田 新 吾 羽 岡 幹 雄
中 村 飯 尾 康 彦 石 山　　 忍
粟賀町 井 上 裕 介 藤 原 秀 樹
福 本 小 坂 明 男 神 田 哲 宏
貝 野 多 田　　 優 安 田 明 彦
寺 野 廣 納 智 彦 岡 本 茂 也
柏 尾 中 本 友 和 藤 原 哲 郎
加 納 前 川 太 悟 藤 後 克 美
東柏尾 中 野 卓 弥 井 口 慎 一
吉 冨 吉 田 康 広 井 上 武 彦
杉 足 立 教 男 藤 原 佳 樹

団　長　松本日出一
副団長　小岩　　等、後藤　大作、上垣　高則、山下　直樹、藤原　哲也、小寺　俊輔、大野　尚彦

分団名 分団長 副分団長
大 山 山 下 浩 正 太 田 浩 功
猪 篠 藤 原 直 浩 岩 田 真 也
新 野 生 田　　 良 福 田 共 洋
野 村 前 田 智 昭 竹 本 衛 央
比 延 安 達　　 光 玉 田 賢 一
寺 前 足 立 善 信 稲 川 秀 幸
鍛 治 黒 田　　 剛 本 田 克 巳
上 岩 橋 本 昌 明 三 輪 佳 則
高朝田 杉  本  信次郎 藤 村 友 也
宮 野 中 井 善 彦 加 門 圭 介
南小田 日 和 栄 司 久 後 友 博
上小田 米 田 直 也 井 口 博 樹
大 河 植 野 哲 也 木 下 圭 一
川 上 山 名 久 也 藤 原 栄 一
長 谷 佐 古　　 崇 山 名 裕 之
栗・渕 坂 元 滋 樹 中 野 宏 昭

新入団員・幹部訓練を実施しました

　４月 17 日（日）、町民グラウンド他で、新入団員・幹部訓練を実施
しました。
　当日、新入団員 37 名、幹部 200 名が早朝から出動。中播消防署の
教官 10 名から、礼式・規律、器具取扱、講義などで指導を受けました。

今年度の役員のみなさんをご紹介します
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兵庫県議会議員選挙結果
　4月 10 日（日）、兵庫県議会議員選挙が執行されました。役場本庁舎・神崎支庁舎では 4月 2日から 9日
の 8日間、センター長谷では 4月 6日から 9日の 4日間に渡り、期日前投票を受け付けました。
　期日前投票と投票日当日を合わせた町全体の投票率は 76.17％で、兵庫県下で第 1位の高い投票率となり、
町民の皆さんの政治に対する関心の高さを示す結果となりました。
　神河町における投票区別投票率、及び候補者別の得票数は次のとおりです。

投票区 区　　　　　　名 当　　日
有権者数

投　票　者　数 投票率期日前 当　日 計
１ 新田・作畑 188 人 39 人 120 人 159 人 84.57％
２ 大畑・越知 549 人 154 人 308 人 462 人 84.15％
３ 岩屋・根宇野 559 人 200 人 261 人 461 人 82.47％
４ 山田・中村・粟賀町・福本・加納・東柏尾・吉冨 3,395 人 1,117 人 1,375 人 2,492 人 73.40％
５ 杉・大山 498 人  108 人 298 人 406 人 81.53％
６ 猪篠 370 人 60 人 224 人 284 人 76.76％

７ 貝野・寺野・柏尾・新野・野村・比延・寺前・鍛治・
大河・上岩・高朝田 3,295 人 1,027 人 1,383 人 2,410 人 73.14％

８ 宮野・南小田 486 人  174 人 228 人 402 人 82.72％
９ 上小田 199 人 30 人 135 人 165 人 82.91％
10 川上 201 人 28 人 133 人 161 人 80.10％
11 大川原・本村・赤田・重行・為信・峠・栗・渕 622 人  215 人 276 人 491 人 78.94％

計 10,362 人 3,152 人 4,741 人 7,893 人 76.17％

大山財産区議会議員選挙日程を次のとおり決定しましたので、お知らせいたします。

告 示 日　 平成 23年 5月10日（火）　　投開票日　平成23年5月15日（日）

候補者別得票数　　　　　　　　　　　　有効投票 7,814 票
候補者の氏名 届出政党の名称 得票数
上野　ひでかず 無所属 4,940 票
宇﨑　かずゆき 無所属 2,874 票

　無効投票 79 票

大山財産区議会議員選挙を執行します

義援金募金状況とお礼	

　東日本大震災への募金協力ありがとうございます。4月 11日現在の募金総額は、
２，６５４，７７２円となっています。皆様方のご支援に心からお礼申し上げます。	 	
　義援金は、役場本庁、神崎支庁舎、センター長谷、公立神崎総合病院、中央公民館、神
崎公民館で 6月末まで受け付けています。

神河町役場　総務課

　３月から４月にかけて、各地区の赤十字奉仕団員を通じて義援金を募らせていただいた
ところ、多く皆様にご協力をいただきました。誠にありがとうございました。
　集まった義援金は３，０５８，５０２円となり、兵庫県赤十字奉仕団を経て、日本赤十字
社兵庫県支部へ送金させていただきました。

　神河町赤十字奉仕団

各投票所別投票状況
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４月１日から市川斎場の使用料金が変更になりました

　やまもと会館、メモリアルホールさくら神河、大和会館などを利用され、霊柩車（寝台車）を使用さ
れる場合などは合計額で大人料金 35,200 円（埋火葬許可証代含む）と変更ありません。 
　市川斎場を使用される場合は、40,200 円から、 50,200 円（埋火葬許可証代含む）に変わります。

使用料金
種　　　　　別 単位 変　更　前 変　更　後

大人（10 歳以上） １体 　１０, ０００円 　２０, ０００円
小人（妊娠４ヵ月以上の胎児） １体 　　５, ０００円 　１０, ０００円
汚物・焼骨・その他 １件 　　２, ６００円 　　２, ５００円
　　　　　　　20kg 未満
　　　　　　　20kg 以上

１件 　　３, ０００円 　　３, ０００円
１件 　　５, ０００円 　　５, ０００円

霊安室使用 １回 　１０, ０００円 　１０, ０００円
通　　　夜 １回 　２０, ０００円 　２０, ０００円
告　別　式 １回 　１０, ０００円 　１０, ０００円
霊　柩　車 １回 　２５, ０００円 　１５, ０００円

小 動 物

年　　度 開示請求数
処　　理　　の　　内　　容

不服申立件数
開　示 部分開示 不開示 その他

平成 17年度 ０件 － － － － ０件
平成 18年度 ０件 － － － － ０件
平成 19年度 ７件 ７件 － － － ０件
平成 20年度 １件 １件 － － － ０件
平成 21年度 ０件 － － － － ０件
平成 22年度 ４件 ３件 － １件 － ０件

年　　度 開示請求数
処　　理　　の　　内　　容

不服申立件数
開　示 部分開示 非開示 その他

平成 17年度 ０件 － － － － ０件
平成 18年度 ０件 － － － － ０件
平成 19年度 ０件 － － － － ０件
平成 20年度 ０件 － － － － ０件
平成 21年度 ０件 － － － － ０件
平成 22年度 ０件 － － － － ０件

神河町情報公開条例の施行状況の概要
　神河町情報公開条例の各年度における施行状況について、同条例第 33 条の規定により次のとおり
概要をお知らせします。

条例施行：平成 17 年 11 月７日
※　上記中、開示請求・処理の内容については、それぞれ請求・処理した年度に計上しています。

神河町個人情報保護条例の施行状況の概要
　神河町個人情報保護条例の各年度における施行状況について、同条例第 35 条の規定により次のと
おり概要をお知らせします。

条例施行：平成 17 年 11 月７日
※　上記中、開示請求・処理の内容については、それぞれ請求・処理した年度に計上しています。
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行
政
情
報

人事異動（平成23年4月1日付）	 	
氏　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

森 本 佳 也 町参事 総務課課長
小 林　　 譲 住民生活課参事 住民生活課課長
難  波  千咲子 教育課参事 住民生活課参事
藤 原 資 広 会計管理者兼会計課課長 税務課課長
藤 原 光 生 健康福祉課課長兼地域局局長 財政課課長
玉 田　　 享 給食センター所長（参事） 地域振興課参事
太 田 俊 幸 財政課課長 健康福祉課課長兼地域局局長
藤 原 龍 馬 建設課課長 地籍課参事
浅 田 譲 二 病院医事課・総務課・施設課課長 教育課課長
奥 田 瑞 光 神崎公民館副課長 給食センター副所長
太 田 雅 已 情報センター参事 情報センター副所長
佐 古 正 雄 税務課課長 税務課副課長
村 岡　　 悟 建設課参事 建設課副課長兼特命参事
橋  本  三千也 教育課参事 教育課副課長
谷 口 勝 則 教育課課長 教育課副課長
野 村 浩 平 地域振興課課長 地域局副局長兼健康福祉課副課長
小 林 一 三 地域振興課参事 地域振興課副課長
足 立 和 裕 住民生活課課長 建設課副課長
坂 本 康 弘 上下水道課参事 上下水道課副課長
前 田 義 人 総務課課長 総務課副課長
藤 原 良 喜 中央公民館参事 中央公民館副課長
澤 田 俊 一 地域振興課参事 地域振興課副課長
吉 岡 嘉 宏 総務課副課長 神崎公民館課長補佐
保 西 信 介 上下水道課副課長 上下水道課課長補佐
石 堂 浩 一 財政課副課長　 会計課課長補佐
松 田 隆 幸 地域振興課副課長 教育課課長補佐
藤 原 秀 洋 地域局課長補佐 総務課課長補佐
山 下 和 久 地域振興課課長補佐 建設課課長補佐
山 田 雅 宏 健康福祉課兼地域局課長補佐 健康福祉課課長補佐
山 本 哲 也 会計課課長補佐 総務課課長補佐
藤  原  登志幸 総務課課長補佐 住民生活課課長補佐
桐 月 俊 彦 健康福祉課兼地域局課長補佐 地域局係長
藤 原 美 樹 税務課課長補佐 税務課係長
小 林 英 和 税務課課長補佐 地域振興課係長
長 井 千 晴 住民生活課係長 税務課係長
中 野 友 純 建設課係長 健康福祉課係長
井 出　　 博 地域振興課係長 住民生活課係長
高 橋 吉 治 税務課係長 病院総務課係長
藤 原 寿 一 地籍課係長 建設課係長
中 野 宏 昭 中央公民館係長 神崎公民館係長
佐 谷 正 剛 建設課係長 地域振興課係長
廣 納 智 彦 教育課主査 財政課主査
池 内 優 子 地域振興課主査 情報センター主査
藤  原  のぞみ 税務課主査 総務課主査
出 口 涼 子 地域局主査 地域振興課主査
黒 田 一 史 総務課主査 健康福祉課主査
松 本　　 大 病院総務課主査 地域局主査
本 田 圭 司 地域振興課主査 税務課主査

退職（平成23年3月31日付）		
町参事兼課長 蘆 田 壽 昭 定年退職
課　　長 横 田　　 栄 定年退職
会計管理者兼課長 井 上 隆 文 定年退職
課長補佐 竹 國 敏 子 定年退職

職員の人事異動

新規採用（平成23年４月１日付）
氏　　　　前 課　　　　名

中 野 勝 啓 健康福祉課主事
奥　平　三香子 住民生活課主事
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行
政
情
報

年
金
だ
よ
り

　
　

町
税
等
の
滞
納
処
分
を

　
　
　
　
　
　
　

強
化
し
ま
す

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
を
は
じ

め
、
毎
日
の
生
活
に
密
着
し
た
事

業
を
推
進
し
、
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
の
重
要
な
自
主
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
は
、
医
療
費
・
出
産
育

児
一
時
金
・
介
護
給
付
を
受
け
る

た
め
の
経
費
に
充
て
ら
れ
る
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
町
税
等
の
確
保
は
、
健

全
な
財
政
運
営
の
う
え
か
ら
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
滞
納
処
分
の
強
化
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
の
執
行

　

納
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合

に
は
督
促
状
を
送
付
し
、
そ
の
後

は
催
告
書
の
送
付
や
電
話
、
ま
た

は
訪
問
に
よ
り
自
主
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
再
三

の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が

な
い
場
合
や
納
付
相
談
ま
た
は
連

絡
が
な
い
な
ど
、
納
税
に
誠
意
が

見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
納
付
さ
れ

て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
観

点
か
ら
、
国
税
徴
収
法
に
よ
り
財

産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
し

ま
す
。

納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
付
の
遅
延
に
よ
り
一
括
納
付

が
で
き
な
い
場
合
や
病
気
や
失

業
、
生
活
困
窮
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
税
計
画
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

納
付
は
納
期
限
ま
で
に

　

町
税
等
は
、
納
期
限
ま
で
の
自

主
納
付
が
原
則
で
す
。
万
一
、
納

期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
早
急
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
納

期
限
後
も
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、

督
促
や
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
経
費
も
町
税
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
限

内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
１

　　
　

タ
ク
シ
ー
運
賃
を
補
助
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
タ
ク
シ
ー
運
賃
補

助
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
同
じ
内

容
で
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
健
康
福
祉
課
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

①
重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害

　

者
手
帳
１
、２
級
・
療
育
手
帳

　

Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
方
）

②
介
護
保
険
要
介
護
３
・
４
・
５
の

　

方
補
助
額　

乗
車
運
賃
の
半
額
を
補

　

助
し
ま
す
。

方　

法　

タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助
利

　

用
券
を
年
間
で
最
高
24
枚
ま
で

　

交
付
し
ま
す
。

※
透
析
の
た
め
通
院
さ
れ
て
い
る

　

方
は
最
高
48
枚
ま
で
。

利
用
範
囲　

町
内
の
み
の
利
用
で
、

　

町
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

　

会
社
で
利
用
で
き
ま
す
。

ご
注
意　

平
成
22
年
度
の
利
用
券

　
（
表
紙
が
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
４

　

月
１
日
か
ら
使
え
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
心
身
障
害
者
の
方
は
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
と

　

印
鑑

・
介
護
保
険
要
介
護
３
・
４
・
５
の

　

方
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

と
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉

　

課　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
紹
介
し
ま
す

　

障
害
者
の
日
常
生
活
に
必
要
な

用
具
を
給
付
し
ま
す
。

用　

具　

特
殊
寝
台
、
ス
ト
マ
用

　

具
、
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
入

　

浴
補
助
用
具
、
人
工
喉
頭
な
ど

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

　

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
用
具
に
よ
っ
て
対
象
者
が
違
い

　

ま
す
。

自
己
負
担　

原
則
１
割
負
担

※
４
月
よ
り
町
民
税
非
課
税
世
帯

　

に
つ
い
て
は
自
己
負
担
な
し
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

法
定
外
公
共
物
の
用
途
廃
止

　
　

・
売
払
い
に
つ
い
て

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
う
ち
、
道

路
法
や
河
川
法
と
い
っ
た
法
律
の

適
用
を
受
け
な
い
里
道
や
水
路
な

ど
の
土
地
を
「
法
定
外
公
共
物
」

と
い
い
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
の
な
か
に
は
、

図
の
よ
う
に
宅
地
や
田
畑
の
一
部

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
町
へ
用

途
廃
止
に
か
か
る
申
請
と
と
も
に

町
か
ら
の
売
払
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
既
に

住
居
用
地
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
や
新
た
に
土
地
取
得
な
ど

で
売
払
い
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
地
籍
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
用
途
廃
止
に
と
も
な
う

境
界
確
定
・
測
量
・
登
記
費
用
は
、

申
請
者
ご
自
身
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

地
籍
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
５

　

姫
路
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

の
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。
予
約
受
付
期

間
内
に
開
催
場
所
の
役
場
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

住
所
に
関
係
な
く
、
ど
ち
ら
の

会
場
で
も
結
構
で
す
。

開
催
日　

５
月
19
日
（
木
）

場　

所　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

予
約
先　

福
崎
町
役
場　

住
民
生

　
　
　
　

活
課
２
２
―
０
５
６
０

開
催
日　

７
月
21
日
（
木
）

場　

所　
市
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

予
約
先　

市
川
町
役
場　

住
民
環

　
　
　
　

境
課
２
６
―
１
０
１
０

開
催
日　

９
月
15
日
（
木
）

場　

所　

神
河
町
中
央
公
民
館

予
約
先　

神
河
町
役
場　

住
民
生

　
　
　
　

活
課
３
４
―
０
９
６
２

開
催
日　

11
月
17
日
（
木
）

場　

所　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

予
約
先　

福
崎
町
役
場　

住
民
生

　

活
課
２
２
―
０
５
６
０

開
催
日　

１
月
19
日
（
木
）

場　

所　
市
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

予
約
先　

市
川
町
役
場　

住
民
環

　
　
　
　

境
課
２
６
―
１
０
１
０

開
催
日　

３
月
15
日
（
木
）

場　

所　

神
崎
支
庁
舎
研
修
室

予
約
先　

神
河
町
役
場　

住
民
生

　
　
　
　

活
課
３
４
―
０
９
６
２

　

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

差押え品のインターネット
公売を実施しました
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　平成 25 年４月に開校する神崎小学校の校章について、昨年 10 月から
11 月に公募した結果、82 点の応募があり、統合準備委員会において選考
した結果下記のとおり校章が決定しました。

　４月２日には神河中学校の開校式並びに竣工式を体育館で開催しました。新２・３年生の在校生も参加
し、式辞、来賓あいさつ等のあと、生徒代表による「生徒のことば」があり、参加者全員で神河中学校の新
しい校歌を斉唱しました。その後、新校舎前で町長、議長、教育長、区長会長、学校長等によりテープカッ
トを行い、校舎見学を行いました。当日は 15 時までと翌日の３日、10 時から 15 時まで一般開放を実施し、
多数の見学者がありました。「神河中学校」として新たなスタートをし、徒歩、自転車、バス通学の生徒も、
大きな問題もなく元気に通っています。コミバス（生徒通学用バス）も山田地内から神崎総合病院前までの
県道が新たな路線となり、各バス停では多数の生徒がバス待ちをしています。また、福本地内から神河中学
校までの県道も、生徒が自転車で通学をしていますので、車等で通られる方についてはご注意をいただきま
すとともに、今後ともご支援ご協力をいただきますようお願いいたします。

　３月 27 日、神崎中学校・大河内中学
校の閉校式が両中学校体育館で行われま
した。
　両校とも多数の来賓をはじめ、それぞ
れの学校を卒業された地域の皆さん、ま
た、今年度卒業した３年生や在校生が出
席するなか、第１部の式典では式辞、来
賓あいさつの後、各学校長から教育委員
会へ、そして神河町へ校旗の返還が行わ
れました。
　その後、生徒代表による中学校の思い
出、出席者全員による校歌斉唱で式典を
閉じました。第２部では、映像でふりか
える中学校が放映され、閉校式典は終了
しました。なお、神崎中学校では第２部
で、ブラスバンド部による演奏、記念碑
の除幕式が合わせて行われました。

神崎中学校の様子大河内中学校の様子

原　案：粟賀小学校　２年生　前川陽紀くん（加納）の作品

趣　旨：町花である「さくら」をイメージしています
《神崎小学校校章》

神崎小学校の校章が決定しました

神崎中学校・大河内中学校の閉校式

神河中学校の開校式並びに竣工式
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スポーツ協会の WA　№12
問い合わせ
　教育課社会教育係
　☎ 34－ 0212

　町体育協会に所属する協会の活動内容などをシリーズで紹介しています。
今月で 12 回目となります。今月は「ソフトバレーボール協会」を紹介します。
　ソフトバレーボールは、ご存知のように老若男女、だれでも楽しめるスポーツです。
　近年、文部科学省の正式競技種目として学校体育授業に取り入れられたことを機に、家族のふれあい
スポーツとして注目をあびています。
　また、神河町ソフトバレーボール協会は、郡親善大会で上位の成績を収めています。
活動状況
・ 町民大会　　年２回（６月、11 月）　　 町民体育館・神崎体育センター
・ 郡親善大会　年１回（11 月）　　　　　 ３町持回り　神河中学校
・ 定期練習　　週２回　　　　　　　　　町民体育館・神崎体育センター
・ 競技指導　　適時　　　　　　　　　　各スポーツクラブ
競技要項
　チーム構成：選手４名、補欠２名の計６名以内
　規　　　則：神崎郡ソフトバレーボール競技ルール
　試合方法：ア．ブロック別トーナメント戦
　　　　　　　イ．15 点先取の３セットマッチ
　　　　　　　ウ．順位の決定は、勝率・得失セット率
　　　　　　　エ．相互審判制
　使　用　球：モルテンＢＭ－ＤＸ（糸巻）
問い合わせ　前嶋茂徳　☎ 35 － 0331

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

○カーミンの春まつりで、義援金箱を設置させていただいたと
ころ、345,071 円の義援金が集まりました。
　さらに、商工会より当日の売上分として 23,305 円、各出店
者より 12,000 円、観光協会より当日販売収益の 7,420 円を加え、
合計 387,796 円を神河町観光協会義援金として、神戸新聞厚生
事業団に寄付させていただきました。
○また、４月２日の砥峰高原山焼きでは、83,499 円の義援金が
集まりました。こちらの募金は、「スマイルプリーズ☆藤原紀
香世界こども基金」から日本赤十字社を通じて寄付させていた
だきます。（川上区・四季祭実行委員会）
　ありがとうございました。

★東日本大震災　募金のお礼★

・ハンカチ（ブルー）
・ピンバッチ
　（５月下旬ごろから販売）
・シール
・卓上メモホルダー

５月４日（水・祝）　みどりの日は開館いたします。

５月５日（木・祝）　こどもの日に来館された子ども
　　　　　　　　　（中学生まで）は、お楽しみプレ
　　　　　　　　　ゼントあり！

★カーミンの観光案内所情報★ ★カーミングッズ新商品のご紹介★

「スポーツの力で日本を元気に！！」
「スポーツをマンスリーからデイリーに！！」

2011

チャレン
ジデー

　5月 25 日（水）はチャレンジデーです。今年は、東日本大震災の影響で北海道富良野市との対戦す
る形はなくなり交流という形になりましたが、「スポーツの力で日本を元気に！」をスローガンにチャ
リティーを含めたイベントにも取組みます。また、メイン事業として映画「ノルウェイの森」ロケ地ウォー
キングを開催します。
　詳しくは、チラシなどでご案内します。
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行　事　名 対　象　者 受　付　時　間 実　　施　　日
と　　こ　　ろ 次回の予定 その他

3 カ 月 児 健 診
（及び BCG 予防接種） 生後 3・４ヵ月児 12：30 ～ 13：00

6 月 24 日㈮
H23.1.23
　　～ 3.24 生まれ

＊個別に案内
　します

も ぐ も ぐ 教 室
（ 離 乳 食 教 室 ）

生後２・３ヵ月児
H23.1.23 ～ 3.24 生まれ 13：30 ～ 13：45 5 月 31 日（火）

神崎支庁舎

7月 25 日㈪
H23.3.25
　　～ 5.26 生まれ

＊個別に案内
　します

す く す く 相 談
（ 乳 幼 児 相 談 ）

７ヵ月児・１歳児
H22.9 月・4月生まれ 13：30 ～ 14：00 5 月 11日（水）

神崎支庁舎

6月	 	3 日㈮
H22.5 月・
　　　10 月生まれ

相談希望の方はご自
由にご参加ください

2 歳 児 相 談
（むし歯予防教室）

２歳１・２ヵ月児 13：30 ～ 14：00 7 月 26 日㈫
H21.4 ～ 6 月生まれ

＊個別に案内
　します

1 歳 6 カ月児健診 １歳６・７・８ヵ月児
H21.9 月～ 11 月生まれ 13：00 ～ 13：30

5 月 25 日（水）
神崎支庁舎

8月 24 日㈬
H21.12
～Ｈ 22.2 月生まれ

＊個別に案内
　します

3 歳 児 健 診 ３歳２・３・４ヵ月児 13：00 ～ 13：30 7 月 27 日㈬
H20.3 ～ 5 月生まれ

＊個別に案内
　します

4 歳 児 相 談 ４歳児 13：30 ～ 14：00 6 月 29 日㈬
H19.4 ～ 6 月生まれ

＊個別に案内
　します

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 一般住民 	9：00 ～ 11：30 5 月 10日（火）

神崎支庁舎
6月	 	7 日㈫ 相談希望の方はご自

由に参加ください

●　5 月 の 保 健 行 事　 ●

　春を迎える前に、ケアステーションを卒業する
子どもたち 11 名とお別れ遠足に出かけました。
今回は、電車に乗って姫路に行き、ご飯を食べた
り、買い物をしたりとそれぞれに散策を楽しみま
した。
　特に、女の子グループは「あれ食べたい、これ
買いたい！」と、行きたい所がいっぱいで、時間
がたりないほどでした。そんな女の子グループの
中には、車いすで移動している子どももいます。
最近は、駅周辺の整備が進み、車いすでの移動も
スムーズにできるようになっています。しかし、
彼女たちが行きたいお店は、環境が整った店ばか
りではありません。立ち寄った店の中には、入り
口に段差があったり、店内では車いすが通路をふ
さいでしまうこともありました。それでも、店内
にいる同年代の子どもたちが嫌な顔一つせず通路
を開けてくれたり、店員さんが商品を選ぶ子ども
のペースで対応してくださったので、楽しく買い
物をすることができました。

　今回の遠足で、改めて環境が不十分でも、周囲
の方のちょっとした配慮で対応できることがたく
さんあることを感じました。また、それと同時に、
狭い通路で人とすれ違うたびに、お礼を言う彼女
を見て、誰もが住みやすい町とはどのような社会
なのかと考えさせられました。
　誰もが住みやすい町とは、困っている方に気づ
ける力や、気づいて行動できる方がたくさんおら
れる町だと確信しています。しかし、いつも誰か
に気兼ねして過ごす町よりも、自分の力で自由に
動ける町の方がより優しい町といえます。人と人
とのつながりを大切にしながらも一人で行きたい
場所に行ける町をつくっていくことが大切なので
はないでしょうか。

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

誰もが住みやすい町とは
　～お別れ遠足より～
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①　ほうれん草は熱湯でゆで、水にさらし、
　　３㎝長さに切って、よく絞る。
②　ごぼうは皮をむき、せん切りにし、
　　酢水（分量外）にさらして、あくを抜き、ゆでる。
③　にんじんもせん切りにしてゆでる。
④　Ａを合わせて、①②③を和える。　　　　　　　　　　

　　　（いずみ会栄養講座レシピより）

～食物繊維たっぷり野菜のおかずで、腸を元気に！～

（副菜）ほうれん草とごぼうのごま和え（6人分）

・ほうれん草	 200 ｇ
・ごぼう	 　１／２本
・にんじん　　	 　50 ｇ
　　すり白ごま　	 　大さじ３
　　しょうゆ　　	 大さじ１
　　砂糖　　　　	 小さじ２
　　酢　　　　	 少々

1/6の栄養価
エネルギー　	 49kcal
たんぱく質	 1.9g
塩　　　分	 0.5g

保
健
・
福
祉

心とからだを元気にする食べ方
☆新年度が始まって１ヵ月。ストレス疲れに、腸を元気
にする食物繊維の多い副菜を取り入れて、いきいきと
過ごしましょう！

予　

防　

接　

種

予 防 接 種 名 対　　象　　者 と　　　　　　き と　　こ　　ろ その他

ＭＲ１期
（麻しん、風しん）

Ｈ 22.5.1 ～
Ｈ 22.5.31 生まれ

満１歳の誕生日以降
(実施曜日・時間は、各医療機関にご確認ください。）

（個別接種）
町内の医療機関
（山本医院・立岩医院）

個
別
に
案
内
し
ま
す

三種混合（ジフテリア、
百日ぜき、破傷風）

Ｈ 22.11.1 ～
Ｈ 22.11.30 生まれ

生後５カ月を経過以降
(実施曜日・時間は、各医療機関にご確認ください。）

日　本　脳　炎 Ｈ 19.4.2 ～Ｈ 20.4.1 生まれ
Ｈ 13.4.2 ～Ｈ 14.4.1 生まれ

1回目　5月 9日㈪～ 27 日㈮

2回目　5月 30 日㈪～ 6月 17 日㈮

ポリオ
（急性灰白髄炎）

2回目	Ｈ 22.2.1 ～Ｈ 22.4.30 生まれ 5 月 11 日㈬	受付 13：00 ～ 13：30
（集団接種）
大河内保健福祉センター

1回目	Ｈ 22.8.1 ～Ｈ 22.10.31 生まれ 5 月 18 日㈬	受付 13：00 ～ 13：30

こんにちは！！　健康福祉課です

Ａ｛

献血のお願い

姫路赤十字血液センターから献血車が神河町にやってきます。
献血にご協力ください。
と　き　５月 17 日（火）
ところ　神崎支庁舎玄関前　10 時 00 分～ 11 時 30 分
　　　　神河町役場玄関前　13 時 30 分～ 16 時 00 分

※公立神崎総合病院では、小児の定期予防接種はできません。



平成 23 年 5 月 1 日 18 

公

民

館

だ

よ

り

中
央
公
民
館　

☎
３
４
︱
１
４
５
０

神
崎
公
民
館　

☎
３
２
︱
１
６
８
１

高齢者大学あやめ学級・あじさい学級合同開講式・教養講座（会場：中央公民館グリンデルホール）
月　　　日 時　　　間 内　　　　　　　容

5月 19 日㈭
10：30 ～ 11：00 高齢者大学開講式
11：10 ～ 12：30 教養講座①「平成 23 年度の町政展望」山名宗悟町長

趣味講座　《あやめ学級》5月 19 日㈭ 13：30 ～ 15：30（中央）・《あじさい学級》5月 26 日㈭ 9：45 ～ 11：45（神公）

成人ゼミナール 会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

5月 14 日㈯
13：30 ～
　15：00
開講式

「丹波と地層と化石」
県立人と自然の博物館
　　　　　古谷　裕	先生

公 民 館 教 室 会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
5月	 	6 日㈮　① 10：00 ～

開級式

5月 20 日㈮　② 10：00 ～

公 民 館 教 室 会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級） 5月 17 日㈫　① 19：30 ～
開級式

5月ロビー展
中央公民館 神崎公民館

パッチワーク作品展（キルトパーティ出展）
絵手紙教室作品展 観光協会フォトコンテスト作品展

神河町赤十字奉仕団より図書費の寄贈

　神河町赤十字奉仕団より公民館に図書費を寄贈して
いただきました。その図書費で、「江戸っ子の倅」池
部良「月の街　山の街」イチョルファン「人質の朗読会」
小川洋子「ツリーハウス」角田光子「伏」桜庭一樹「純恋」
新堂冬樹等、中央公民館 14 冊、神崎公民館 17 冊を購
入させていただきました。ありがとうございました。

成人ゼミナール登録会員募集
第 3土曜日（原則）13：30 ～ 15：00 まで
中央公民館と神崎公民館で交互に開催
講座：館外研修を含め 10 回

（受講料は無料　但し教材費は各自負担）
教　室　名 場　　　所 月　　　日 時　　　間 指　　導　　者

英会話（初級） 中央公民館 第 1・第 3　火曜日（原則） 19：30 ～ 21：00 リア・セラサニ先生
門野智恵子 先生

古文書（初級） 神崎公民館 第 1・第 3　金曜日（原則） 10：00 ～ 12：00 生田良昭 先生

パソコン教室 神崎公民館 10 月 12 日から 28 日までの
毎週水曜日と金曜日　6回

9月にも広報
で再募集 19：30 ～ 21：30 坂井清則 先生

公民館教室（成人向け）受講生募集中

○こども向け公民館教室の「こども茶道教室」と「楽しいお菓子づくり教室」は 6月に学校を通じて募集する予定です。

楽しいお菓子づくり教室

こども茶道教室

英会話教室
（初級）古文書教室（初級）

公民館事業の紹介（写真はＨ 22 年度分）
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【神崎公民館】
史記　武帝紀　１・２・３・４	 北方　謙三
あんでらすの鐘　	 澤田ふじ子
奇妙な賽銭　	 澤田ふじ子
麒麟の翼　	 東野　圭吾
まことの人々　	 大森兄弟
きことわ　	 朝吹真理子
幸せの種をまくコーチング・ワークショップ　
　	 高木　善之
暗渠の宿　	 西村　賢太
	 他 12 冊

新着図書のご案内

【中央公民館】
三十光年の星たち（上・下）	 宮本　　輝
円卓　	 西　加奈子
花の鎖　	 湊　かなえ
ありがとうがしりたくて　	 菊田まりこ
わたしの彼氏　	 青山　七恵
ゴーストハント＜３＞乙女ノ祈り　	 小野不由美
オジいサン　	 京極　夏彦
平安朝の悪女たち　　　　　　　　	 三田　誠広
　　　　　　　　　　　　	 他 12 冊
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文　芸　欄

　京都に住む三十歳の坪木仁志は、職を失い、恋
人に捨てられ、明日の生活もままならない。親に
勘当され、金貸しの佐伯平蔵から借りた八十万円
の借金を返せるあてもない。そんな坪木に佐伯は
ある提案をする。それは、借金返済の代わりに坪
木を車の運転手として雇い、返済の滞る人びとの
もとへ「取り立て」に出かけるというものだった
…。圧倒的な物語の愉楽。宮本文学の到達点。

　匈奴の侵攻に脅かされた時代。若き武帝・劉徹は、
状況を打開するため、張騫を西域に派遣した。奴僕
として生きてきた一人の漢。彼は、類稀なる武才を
揮い、劉徹の前に突如その姿を現した。漢の名は、
衛青―。刮目せよ、英傑たちの物語を。慟哭せよ、
天道を求めし漢たち。

史記　武帝紀

　　　　　著　者　北方　謙三
　　　　　発行所　角川春樹事務所

三十光年の星たち
（上・下）

　　　　著　者　宮本　輝
　　　　発行所　毎日新聞社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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学習
センター子

育て子
育て
学習
センター

問い合わせ
子育て学習センター　おひさま　☎ 34－ 0315
　

対　象 内　　　　　　　　容 日（曜日） 場　　　　所
０歳児 お母さんと赤ちゃんのリフレッシュタイム 25 日㈬

きらきら館
１歳児

公園で砂遊び
Ａ 17 日㈫
Ｂ 19 日㈭

ヨーデルの森に行こう 合同 31 日㈫ ヨーデルの森（雨天：きらきら館）

2 歳児
はじめましての会

Ａ 10 日㈫
きらきら館

Ｂ 11 日㈬
ヨーデルの森に行こう 合同 24 日㈫ ヨーデルの森（雨天：きらきら館）

3 歳児
はじめましての会 12 日㈭ きらきら館
バスに乗って遠足だ 26 日㈭ 余暇村公園

エプロンママ 幼稚園以上の子どもを持つママたちの自主グループ 16 日㈪ 大河内保健福祉センター

※グループ活動は途中入会もできます。

【グループ活動】10：00 ～ 11：30

すくすく赤ちゃん体操

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10 時～ 16 時（月～金）
※子どもの大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相談

　も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも参加で

　きますので、お気軽にお越しください。

おひさまルームに遊びにきてね

と　き　5月 30 日（月）10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども（グループ活動に
　　　　　入られていない方も参加できます）
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ唄・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

に こ に こ タ イ ム

と　き　5月18日（水）
ところ　きらきら館
　　　　ねんねグループ　10：00 ～ 10：55
　　　　あんよグループ　11：05 ～ 12：00
持ち物　体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（☎ 34 － 0315）まで連絡してください。

【親子ハッピー体操】
　2歳児 10：00 ～ 10：55 ／ 3 歳児 11：05 ～ 12：00

場　　　所 日（曜日） 持　ち　物

神 崎
体育センター

13 日（金）
20 日（金）

体育館シューズ（親子）
お茶・汗ふきタオル

　神河町赤十字奉仕団より、学習用教材ビデオ・
ＤＶＤ・絵本・玩具などを寄贈していただきま
した。ありがとうございました。
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上こ
う
づ
き
へ
い
ざ
え
も
ん

月
平
左
衛
門
　
伝
承
の
地

　

所
在
地　
　

神
河
町
新
野

サークル紹介（神崎公民館）

書道サークル「なかよし会」

問い合わせ　神崎公民館　☎ 32－ 1681

きらきら館だより

開館時間　9：00～17：00
休 館 日 　月曜日

神
河
町
の
文
化
財
を
訪
ね
て
　
62

　

新
野
駅
か
ら
南
西
へ
約
１
０
０
ｍ
の
所
に
、
上
月
平
左
衛
門
に

関
す
る
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

上
月
氏
は
、
赤
松
則
村
が
秀
吉
に
置
塩
城
（
姫
路
市
夢
前
町
）

を
明
け
渡
し
た
天
正
６
年
（
１
５
７
８
）
頃
か
ら
新
野
に
土
着
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
左
衛
門
に
ま
つ
わ
る
義
民
伝
説
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
、
８
月
26
日
に
は
、
地
元
の
人
が
「
上
月
さ
ん
」
と
呼
ぶ

盆
踊
り
が
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
も
こ
の
日
に
は
、

平
左
衛
門
の
業
績
を
偲
び
、
そ
の
冥
福
が
祈
ら
れ
て
い
ま
す
。

★☆★きらきら応援団募集★☆★
・子ども時代、いっぱい遊んだ経験のある人
・子どもとふれ合うのが好きな人
・遊びや特技、裏技を子どもたちに伝えたい人
・きらきら館の行事に関心のある小学生以上の人
　あなたのお持ちになっている力をお貸しいた
だけませんか。年齢や性別は問いません。
　どしどしご応募ください。
　子どもたちと一緒に楽しみましょう！！

おはなしなあに？
5月 14日（土）10：00～
・季節の本の読み聞かせ

　指導者を務めています足立昭子です。昭和 57年に教
職員を退職したときに、当時の神崎町中央公民館長の
井上さんから依頼を受け始めた書道教室も早 28 年が
経ちました。各地で催される展覧会を見学したり、年
４回の作品展に出品したり、サークルの皆さんはどん
どん自信を深めていきました。
　サークル発足後 20 周年の時に今が潮時と思い、指
導者を辞去したいと意思表明しましたが、サークルの
皆さんから「辞めないで」という強い要望があり、引
き続き指導者を務めることにしました。
　現在会場は神崎公民館からＧＥ笠形の農村環境改善
センターに変更しましたが、メンバーは月１回のサー
クル日を楽しみにしてくれています。書道だけでなく、
年１回の研修旅行やお花見会、その他いろいろな行事
を開催し、楽しんでいます。これからもずっと続けて
いきたいと思っています。
　最後に好きな言葉をひとつ「この道より我をいかす
道なしこの道を歩く」
活動日　毎月１回　
時　間　午前中
場　所　グリーンエコー笠形入口横・
　　　　農村環境改善センター研修室
指導者　足立　昭子　３３－０７１７
代表者　中嶋　敏幸　３２－２００３
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

　男　　6,020 人　	（－ 19）
　女　　6,747 人　	（－ 29）
　計　	12,767 人　	（－ 48）
世帯数　4,138 世帯（+	 	 1）

人 の 動 き

※ 2011 年 3 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は先月比
　転入　43 人
　出生　	2 人

転出　76 人
死亡　17 人

春
の
千
个
峰
登
山
と
千
个
峰
そ
ば

　

新
田
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
春
の

千
ヶ
峰
登
山
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

風
薫
る
五
月
、
新
緑
の
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
な
が
ら
の
登
山
と
播
磨

そ
ば
処
「
千
ヶ
峰
」
の
本
格
手
打

ち
そ
ば
を
ど
う
ぞ
。

と　

き　

５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

６
０
０
円
（
保
険
代
、

　

そ
ば
代
を
含
む
）

申
込
み　

新
田
ふ
る
さ
と
村
ま
で

　

お
電
話
で
。

そ
の
他　

当
日
は
、
受
付
後
、
各

　

自
出
発
。
昼
食
は
各
自
持
参
。

問
い
合
わ
せ　

新
田
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　

☎
３
３
―
０
８
７
０

親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
親
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

球
技
大
会
に
向
け
た
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
、
ま
た
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場
と
し
て
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
４
日
（
土
）

と
こ
ろ　

神
崎
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
構
成　

小
学
生
４
名
以

上
、
大
人
２
名
以
上
の
合
計
12

名
以
内
で
、
男
女
の
内
訳
は
自

由
で
す
。

申
込
み　

５
月
27
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

　
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
若
し

　

く
は
第
２
・
４
金
曜
日
の
午
前

　

９
時
か
ら
午
後
４
時

と
こ
ろ　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
再
生
棟

定　

員　

若
干
名

そ
の
他　

消
耗
品
代
が
必
要
で
す
。

申
込
み　

５
月
16
日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　

中
播
北
部
行
政
事

　

務
組
合　

☎
３
２
―
２
８
８
８

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

い
ず
み
会
は
、「
私
た
ち
の
健

康
は
、
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言

葉
に
、
食
生
活
改
善
活
動
を
展
開

し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
仲

間
を
増
や
す
た
め
、
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

と　

き　
　

６
月
～
12
月　

毎
月

　

第
１
・
３
木
曜
日
の
午
前
中

　

開
講
式
を
６
月
２
日
（
木
）
に

　

開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

内　

容　
　

健
康
づ
く
り
と
食
育

　

に
関
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ

　

け
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
内
容

募
集
人
数　

20
人
程
度

費　

用　
　

テ
キ
ス
ト
代
（
１
３

　

０
０
円
程
度
）、
調
理
実
習
費

　
（
２
０
０
～
３
０
０
円
）
が
必
要

募
集
期
間　

５
月
９
日
～
25
日

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
播
磨

　

健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
１
２
３
４

子
ど
も
手
当
は
、
引
続
き
支
給

さ
れ
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
６
ヵ
月
間
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
月
額
１
３
０
０
０
円
で
引

続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

支
給
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月

　

額　

１
３
０
０
０
円

対　

象　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業

　

ま
で
の
子
ど
も

支
給
月　

６
月
（
２
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
～
９
月
分
）

注　

意　

次
の
方
は
、
申
請
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

・
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養

　

育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な

　

ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が

　

増
え
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市

　

町
村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
た
方

　

次
の
方
は
手
続
き
の
必
要
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対

　

象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更

　

が
な
い
方

そ
の
他　

６
月
の
現
況
届
の
提
出

　

は
、
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

シ
カ
捕
獲
隊
の
活
動
開
始
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
よ
り
11
月
14
日
の
狩

猟
開
始
日
前
日
ま
で
の
間
、
兵
庫

県
の
補
助
を
受
け
、
シ
カ
捕
獲
隊

（
神
崎
・
大
河
内
猟
友
会
）
が
２

班
に
別
れ
、
シ
カ
の
駆
除
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

シ
カ
の
捕
獲
活
動
は
、
土
、
日
、

祝
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

山
に
行
か
れ
る
場
合
、
赤
や
黄

色
な
ど
目
立
つ
服
装
に
す
る
な

ど
、
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　
　
　
　
　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

職　

種　

行
政
事
務
、
税
務
、
農

　

業
土
木
、
林
業

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　

６
月
21
日
～
28
日

第
１
次
試
験　

９
月
４
日
（
日
）

そ
の
他　

受
験
案
内
、
申
込
用
紙

　

は
、
５
月
９
日
か
ら
配
布
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
近
畿
事
務

　

局
第
二
課　

試
験
係

　

☎
（
０
６
）
４
７
９
６
―
２
１
９
１

５
月
は
﹁
赤
十
字
運
動
月
間
﹂
で
す

﹁
命
を
救
う
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
﹂

活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
の
命

と
尊
厳
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と

と
も
に
、
医
療
救
護
要
員
の
派
遣

な
ど
、
紛
争
や
災
害
、
病
気
で
苦

　

イ
ベ
ン
ト

　

募
　
集　
　

　

お
知
ら
せ

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
財政課　　　　　34－ 0002
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

※ 2011 年 3 月中の異動
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つ

ぶ

や

き

し
ん
で
い
る
人
々
に
救
い
の
手
を

さ
し
の
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

内
で
も
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る

被
災
者
の
救
援
活
動
や
物
資
の
配

付
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、
赤

十
字
の
理
念
に
賛
同
し
て
加
入
し

て
い
た
だ
い
た
「
社
員
（
会
員
）」

が
出
し
た
お
金
「
社
資
」
や
寄
付

金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

社
員
は
、
個
人
・
法
人
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
赤
十
字

活
動
の
支
援
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
で
す

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、
農

協
な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
郵
便
局
、
兵
庫
県
指
定
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
税

事
務
所
で
。

障
害
の
あ
る
方
へ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に

対
す
る
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得

税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
等

級
や
使
用
状
況
に
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

姫
路
県
税
事
務
所

☎
０
７
９
（
２
８
１
）
９
１
０
４

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
コ
ム
サ
ロ
ン
21
が
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

　

働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
15
歳
か
ら
概

ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
相
談
業
務
や
講
座
な

ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
面
と
キ
ャ

リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支
援
し
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
（
神

河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
、
２
時
30
分

　

～
、
３
時
30
分
～
の
各
１
名
ず

　

つ
の
予
約
制

と
こ
ろ　

福
崎
町　

サ
ル
ビ
ア
会

　

館
（
福
崎
町
役
場
北
）

内　

容　

働
く
自
信
が
な
い
等
の

　

心
の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や
そ

　

の
保
護
者
か
ら
の
相
談
。

　
　

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に

　

対
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す

　

る
相
談
な
ど

申
込
み　

５
月
19
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　

福
崎
町
役
場　

産

　

業
課　
　

☎
２
２
―
０
５
６
０

日
本
の
自
殺
者
は
交
通
事
故
死
者

数
の
約
４
倍
で
す

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
県
の

委
託
を
受
け
、
自
殺
対
策
の
一
環

と
し
て
夜
間
の
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日　

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜

　

日　

午
後
５
時
～
９
時

相
談
内
容　

解
雇
、
多
重
債
務
、

　

生
活
保
護
、
家
庭
問
題
な
ど

相
談
料　

無
料

☎
０
７
８
（
３
４
１
）
９
６
０
０

●
心
配
ご
と
相
談

　

５
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

神
崎
支
庁
舎　
　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

５
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

●
栄
養
相
談

　

５
月
９
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　
　

　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　

相
　
談

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

５
月
11
日
（
水
）
～　

　
　
　
　
　
　

20
日
（
金
）

　

こ
の
運
動
は
、
尊
い
人
命
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
県
民
一

人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
行
動

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

運
動
基
本
項
目

　
﹃
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
﹄

　

子
ど
も
と
高
齢
者
自
身
の
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

一
般
の
運
転
者
、
そ
の
他
の
交
通

参
加
者
の
子
ど
も
と
高
齢
者
に
対

す
る
保
護
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
。

重
点
推
進
項
目

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
減
速
す
る
な

ど
、
思
い
や
り
の
運
転
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
や
自

転
車
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
、

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
ヵ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

入
学
や
就
職
、
職
場
の
異
動
な
ど
、
新
た

な
環
境
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
も
う
慣
れ
ま
し
た
か
。
５
月
病

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
や
る
気
が
で

な
い
、
食
欲
が
な
い
、
眠
れ
な
い
な
ど
体
調

の
変
調
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
生
活

の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い

心
と
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
緑
か
ら
濃
い
緑
へ
と
活
力
が
み
な
ぎ
る

好
季
節
を
元
気
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦軽自動車税
　　　　納期限

◦心配ごと相談
　13：00 ～神支

6

8

7

9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 2827

29 30 31

4321 5

5 月 くらしのカレンダー

◦栄養相談
9：00 ～神支

◦人権を考える日

◦すくすく相談
13：30 ～神支

◦ポリオ予防接種
　13：00 ～保セ

◦古文書教室
　（初級）開級式
10：00～神公

◦成人ゼミナール
　開講式
13：30 ～神公

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦ポリオ予防接種
　13：00 ～保セ

◦古文書教室
　（初級）
10：00 ～神公

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～中公

◦春の千ケ峰登山
　と千ケ峰そば
　10：00 ～
新田ふるさと村

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～中公

◦もぐもぐ教室
13：30 ～神支

◦固定資産税
　第１期納期限

◦町内小学校５
　年生自然学校
　　～６月３日

◦あじさい・あや
　め学級合同開講式
　教養講座
10：30 ～中公

◦チャレンジデー

◦ 1歳 6ヵ月健診
13：00 ～神支

◦あじさい学級
　趣味講座のみ開催
9：45 ～神公

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

◦英会話教室
　（初級）開級式
19：30 ～中公

みどりの日 こどもの日憲法記念日


